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要 点 記 録 

＜概 要＞ 

１．議会改革（議員定数）について 

・議員定数に関する市民意見については、全議員の協力により 119件の意見が集約
された。議員での情報共有を願う。 

・本委員会が関わる日程については、本定例会（令和４年第１回定例会）中に具体
的な議員定数について報告し、現行定数から変更が生じた場合、本定例会終了後
に条例をはじめ、諸規定の整理を行いたい。 

 
・前回委員会で会派へ持ち帰り協議された内容の報告は次のとおり。 
 ふらの令和の会：現状維持という意見もあったが、微減として 16 人が望ましい
との結論に至った。 

 市民連合議員会：議論の多様性を踏まえ、現状維持の結論に至った。 
 ふらの未来の会：市民アンケートは１人 10 件の集約ノルマを課した。その過程
で得られたのは、議会改革の取り組みが住民福祉の向上という点に尽きるのだ
が、市民に伝わっていない。したがって、議員不要論に陥ると感じた。 

  もう一つは無投票ではいけないと言う声があった。 
  これらを踏まえて会派では、削減という結論に至ったが、削減数は４人～２人
と結論を得ることができなかった。 

 民主クラブ：現状維持と削減とに２分され、結論を得られなかった。仮に削減の
場合は２人が妥当である。 

 
・各会派からの報告を受け、改めて委員相互で意見交換を行う。 
・意見は、定数に関して、議会機能の維持、行政監視機能の維持、選挙戦に関する
こと、過去の合併による特殊性や地域性、議論の質の維持、常任委員会の数や委
員数、市民から議会が見えない・何をしているかがわからない、地域の声を届け
るためには単に人口だけの定数議論はどうかなど。 

 
・これらの意見交換を踏まえ、会派ごとに議員定数の数を発表する。 
 ふらの令和の会：１６人 
 ふらの未来の会：１４人 
 市民連合議員会：１８人（現状維持） 
 民主クラブ  ；１６人 
 
・上記の発表後、再度議論を行い、議員定数の選択肢は、現状維持の１８人、２人
減の 16人の２点に絞り込まれたが、本委員会としての結論に至っていない。 

・上記２案に対し、採決により結論を出すことでよろしいか。→了承。 
・委員長を除き挙手採決の結果、２人減の 16人が賛成多数となる。 
 →確認・決定。 
 



 
・本件の結果については、３月 18日の本会議で中間報告する。→確認。 
・なお、報告案については、委員長に一任とする。→確認。 

２．その他 なし 

 

以上、委員会会議録について富良野市議会委員会条例第 27条の

規定により、ここに署名する。  委員長  水 間 健 太 


